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JICA視察研修を受け入れました

「複式簿記の基礎コース」を開催しました

HPは
こちら

10月22，23，25日の3日間，認定農業者等を対象として経営能力向上をねらいに，普及センター会

議室において，「坂東地域経営管理研修会『複式簿記の基礎コース』」を開催し，9名の農業者が参加し

ました。

この講座は，最初２日間で複式簿記の基礎を理解し，３日目はパソコン簿記ソフトの操作の流れを体

験する内容で，参加者は熱心に取り組んでいました。

また，「パソコンによる簿記記帳実践コース」も随時開催してお

り，月１，２回の研修会を通して「複式簿記により記帳し，自分の経

営を数字で把握したい」という農業者を支援しています。

簿記ソフトを活用すると，青色申告が簡単にでき，また，経営内容

を詳細に把握し，経営改善に活かすことができます。普及センターで

は今後もパソコン簿記に取り組む農業者を継続的に支援していきます。

ドリフト（飛散）に注意しましょう！

近隣作物にドリフトした場合，農薬の残留や薬害の発生等の問題が起こる可能性があります。

ドリフトが発生しないように散布前に周りに周知する，風の弱いときに風向きや散布の方向・位置に

気を付けて散布する等の対策を行いましょう。

ドリフトは農薬だけではなく，肥料の散布時にも

起こる場合がありますので注意が必要です。

10月31日，坂東普及センターはJICA(独立行政法人国際協力機構)の，海外研修生4名の視察研修を受

け入れました。この研修は，地域農民による農村開発手法を学ぶことを目的としたもので，管内の若手

農業者に対する支援体制を視察したい，との要望を受け実現しました。

新規就農者や女性農業者向けの講座開催について坂東普及センター

で講義した後，（有）倉持農園サービスに場所を移して，古河市 の４

Hクラブ「あぐり一揆」の落合陽一会長と設立メンバーである倉持栄

二氏からクラブの活動や設立の経緯について説明がありました。「楽

しみながらクラブを運営することで仲間が集まる。多種多様な経営の

農家が集まることでお互いによい刺激になる」との意見が述べられま

した。最後に研修生から，「地域活性化への取組み等，本国で活かせ

る先進的な事例を研修できた」との感想があり充実した研修会となり

ました。

詳しくは農薬工業会リーフレット「飛散防

止のポイント 農薬地上散布の場合」へ



土づくり推進のため土壌診断を受け付けています。
個人等の農家の方が対象です。

編集後記土壌診断実施日のお知らせ

１２月１２日（水）
１２月２６日（水）

１２月１２月

今月は「農業には若さがある」のコー

ナーが復活しました！インタビューは相

変わらず緊張しましたが，さかい4HC

担当ということもあり，話しやすかった

です。今後もこのコーナーをやっていき

たいと思います。

（荘司）

を予定しております。

※実施日は変更になることがありますので，ご了承ください。
また，結果のご連絡には数日かかる予定です。
より多くの方の土壌診断を行うため，1回の土壌診断で1人当り
5点以内の持ち込みをお願いしております。
前日までに，乾燥した土をふるってお持ちください。

まだ2年目で失敗も多いですが，失敗から学んで成功に繋げていけるよう努力していきたいです。

○今心がけていることは何ですか？

まずはしっかりと野菜と向き合い，一年間通して早く自分の農業の形を作っていきたいと思い

ます。そのなかで，去年より今年，今年より来年と少しずつ品質の良いものを作れるようになっ

ていけたらと思います。

○農業の魅力は何ですか？

一喜一憂を繰り返しながら無事に出荷できたときはやはりうれしいです。また，自分の作った

野菜を美味しいと言って食べてくれたときはやっていてよかったと思います。また，4Hクラブ

に入り多くの先輩方に出会えたことや，クラブ活動を通して地域に貢献できることも魅力の一つ

だと思います。

○これからの目標は何ですか？

今心がけていることにも繋がりますが，今作っている野菜を，年間通して品質の良いものを安

定して出荷できるようにしたいです。

○最後に一言お願いします。

毎年失敗を恐れず，探究心を忘れずに野菜を作っていきたいと思います。

今回は境町の稲垣 孝行（いながき たかゆき）さんをご紹介します。稲垣さんは就農2

年目で，サニーレタス，グリーンカール，ナスを市場に出荷しています。また，さかい

4Hクラブに所属し，活躍されています。

○どうして就農しようと思ったのですか？

もともと祖父が農業をやっていて面白そうだなと思って見て

いました。社会人になってから挫折を経験し，一から農業に挑

戦したいと思い就農しました。

○就農してからの心持ちはどうですか？

品種やほ場の選定等，どうすれば限られた面積でいかに効率

よく収穫できるかを考え，無事に出荷できたときが嬉しいです。


